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群れをみる

網に北前船
の錨が入る

イチオシ！

蝦夷三官寺・等澍院
えぞさんかんじ・とうじゅいん

江戸幕府が東蝦夷地に建立した３つの

お寺の１つ。平成３０年に北海道遺産

に選定されました。

様似町の文化財

続縄文文化期の遺跡 ・冬島遺跡

ちょっことコラム

冬島の穴岩の近くには、 冬島遺跡という昔の人が住んでい

た跡が残っている場所があります。 続縄文文化期という時

代の初め頃、 今から約２２００年前のものになります。

冬島遺跡からは、 当時の人たちが食べた動物の骨、 骨で

作った道具などが見つかっています。

シカやアシカ、 イルカ、 クジラ、 オットセイ、 イノシシなど昔の

人は色々な動物を食べて暮らしていました。

文化元年（1804）に、建てられた蝦夷

三官寺（厚岸町の国泰寺、様似町の等

澍院、伊達市の善光寺）は、蝦夷地で

死亡した和人の葬儀とアイヌ民族への

仏教布教を目的としていました。
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　交番に！！

コトニ

コトニ
小休所

武四郎
石のヤジリを拾う

宮部金吾
サマニ
カラマツ
を発見

幌満川をサケが登る

沢を登る ピラオンナイ

オイオイ

様似山道　東口

小休所でお休み
体力が復活

（１つ進む）

高田屋の船が
様似沖で捕まる

（１回休み） 高田屋嘉兵衛の
船が寄港
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採れる

エンルムとえりもの語源は一緒
ちょっことコラム

様似会所があった場所は様似町にあるエンルム岬のふもと。

エンルムはアイヌ語の 「エンルム」 からきており、 「岬」 という

意味です。

「えりも」 も 「エンルム」 がなまって、 「えりも」 になったと言

われています。

この他にも、室蘭市の「えとも」など北海道にはアイヌ語の「エ

ンルム」 が語源と言われている地名がたくさんあります。
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遊び方
①じゃんけんでサイコロをふる

　順番を決めよう！

②サイコロをふって、出た目に

　合わせてコマをすすめよう。

③ゴールを目指そう！

　先にゴールについた人がかち

　だよ。
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